
トピックに基づく大規模ニュース映像コーパスの構造化
Topic-Based Structuring of a Large-Scale News Video Corpus

井手 一郎 † 孟　 　洋 † 片山 紀生 † 佐藤 真一 †
Ichiro Ide Hiroshi Mo Norio Katayama Shin’ichi Satoh

1. はじめに
情報通信技術の進歩に伴い，さまざまな媒体を通じて

日々大量の映像が放送されている．なかでもニュース映
像は，人類共通の貴重な文化的・社会的記録とみなせ，
整理して蓄積し，検索や再利用に供する価値がある．し
かし従来は，記憶媒体の容量や計算機の処理能力の限界
から，大規模に電子的に蓄積されることは少なく，その
ような映像を対象とした効率的な解析・検索手法につい
ても，十分に検討されていない．このような背景をふま
え，我々は大規模ニュース映像コーパスを作成するため
に，映像（動画像・主／副音声・文字放送字幕）自動蓄
積装置を構築した．本発表では，この装置により蓄積し
た数 100時間規模のニュース映像群に対する意味内容に
基づく知的構造化手法と，構造化された映像を効率的に
検索・閲覧するためのインタフェースについて紹介する．

2. ニュース映像コーパスの構造化
2.1 ニュース映像の構造

図 1左に示すように，1つのニュース映像はトピック
を単位として意味内容に基づいて構造化される．従来の
ニュース映像の知的構造化に関する研究は，このような
意味的なまとまりを抽出するために，1つの映像内の構
造を解明することに主眼をおいていた．しかしニュース
映像は，意味的に連続した内容を日々報じるため，特に
大規模なニュース映像群を扱う際には，図 1 右に示すよ
うに，映像間の関連する話題（トピック）のつながりを
解明することに大きな意味がある．このように一連のト
ピックのつながり（スレッド）を解明することで，単一
のトピックからは得られない，関連性そのものがもつ重
要な情報が得られるようになることが期待される．
このようなトピックを単位とする映像の構造化は，米

国 NIST が定義する “Topic Detection and Tracking
（TDT） task”[1]の一種であり，テキスト情報に基づく
トピックの分割・追跡に関する様々な研究がなされてい
る．しかし，映像を扱ううえではテキスト情報の解析の
みでは不十分であり，画像情報の解析も含めて考える必
要がある．そこで，本研究では図 2に示すような統合メ
ディア処理によるトピック分割・追跡手法を提案する．
まず，映像内構造化としてトピックに分割し，次に，映
像間構造化としてトピック間の関連性を評価する．その
後，時系列に関連するトピックを追跡してスレッド構造
を解明する．なお，本発表ではその第一段階として，テ
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図 1: トピックを単位とするニュース映像の構造
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図5: “Topic Tracker”インタフェ ース

スを紹介した．今 後 繿 ， 各 要 素 偽 翆 向 上 の ほ か ， 図 2に 示 し た 鰍報からの手がかりから得られる情報（ ショット間

構造解析 および同一映 像区間建 [ 4 ] ）も導入し ，テキ
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